
鉄
道
の
現
業
職
場
に
は

な
じ
ま
な
い
制
度

鉄
道
で
働
く
労
働
者

は
、
技
術
・
経
験
の
蓄
積

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
職

場
・
職
種
に
評
価
制
度

を
持
ち
込
め
ば
職
場
の

協
調
性
や
技
術
の
継
承

は
成
り
立
た
な
く
な
り
、

鉄
道
の
現
業
職
場
に
は

な
じ
ま
な
い
制
度
と
い

え
ま
す
。

低
賃
金
構
造
と
慢
性

化
す
る
要
員
不
足
な
ど

に
よ
り
、
毎
年
多
く
の

若
年
労
働
者
が
会
社
を

去
っ
て
い
く
現
状
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に

も
、
公
平
・
公
正
な
賃

金
制
度
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

組
合
は
、
左
記
の
解

明
等
申
し
入
れ

１
．
評
価
制
度
は
全
て

の
社
員
に
対
し
、
公
平
・

公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
恣
意
的
で
不
公
平

な
評
価

が
行
わ
れ
る

よ
う
な
評
価
制
度
に
は

反
対
で
す
。
現
行
の
年

功
序
列
に
よ
る
定
期
昇

給
を
減
額
す
る
こ
と
な

く
60
歳
ま
で
継
続
し
、

提
案
の
よ
う
な
評
価
制

度
は
取
り
入
れ
な
い
こ

と
。

２
．
家
族
手
当
を
基
準

内
賃
金
と
し
、
配
偶
者

手
当
は
現
行
の
１
４
，

０
０
０
円

と
す
る
こ

と
。
ま
た
、

支
給
対
象

の
「
20

歳

未
満
の
子
」

を
「
22
歳
未
満
の
子
」
と

さ
れ
た
い
。

３
．
新
賃
金
への
移
行
で
、

基
本
給
が
新
制
度
基
本

給
を
下
回
る
場
合
は
、

３
年
を
か
け
て
新
賃
金

に
移
行
す
る
と
し
て
い

る
が
、
制
度
開
始
と
同

時
に
新
制
度
基
本
給
に

移
行
さ
れ
た
い
。

４
．
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

職
群
の
Ｒ
（
１
級
）
か
ら

Ｒ
（
２
級
）
の
昇
給
は
、

20
年
を
め
ど
に
自
動

昇
給
と
さ
れ
た
い
。

５
．
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

職
群
の
Ｒ
（
１
級
）
か
ら

Ｒ
（
２
級
）
の
昇
給
試
験

の
受
験
資
格
に
必
要
な

ポ
イ
ン
ト
を
28

Ｐ
か

ら
20
Ｐ
と
さ
れ
た
い
。

６
．
等
級
の
移
行
に
お

い
て
、
主
任
合
格
者
は

年

数
に
関
係

な
く
Ｒ

（
２
級
）
以
上
と
さ
れ
た

い
。

７
．
基
本
給
の
基
準
額

は
撤
廃
さ
れ
た
い
。

８
．
都
市
手
当
級
地
区

分
に
お
い
て
、
政
令
指

定
都
市
は
Ｃ
級
地
以
上

と
さ
れ
た
い
。

９
．
昇
級
欠
格
条
項
は

廃
止
さ
れ
た
い
。

10
．
評
価
方
法
等
に
お

い
て
、「
社
員
は
上
司
と

の
面
談
に
疑
義
や
意
義

が
あ
る
場
合
に
は
、
会

社
に
異
議
申
し
立
て
を

す
る
こ
と
が
出
来
る
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

際
、
労
働
組
合
が
立
ち

会
う
こ
と
が

出
来
る

よ
う
に
さ
れ
た
い

「
昨
年
の
月
数
（
１
．

６
４
箇
月
）
は
非
常

に
厳
し
い
」
と
不
当

な
言
明

災
害
後
の
10
月
期
計

画
で
は
、
年
間
で
１
５
０

億
円
の
減
収
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

台
風
や
地
震
で
厳
し

い
状
況
の
な
か
で
、
迂

回
輸
送
や
代
行
輸
送
な

ど
社
員
は
苦
労
し
て
お

り
、
そ
の
労
苦
に
報
い

る
こ
と
や
こ
れ
ま
で
の

黒
字
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
な
ど
認
識
し
て
い

る
。

災
害
時
に
お
け
る

代
行
輸
送
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
イ
ン
フ

ラ
対
策
な
ど
国
に
求
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
後
に
お
い

て
も
減
収
要
素
が
大
き

い
た
め
、
現
時
点
で
年

末
一
時
金
に
つ
い
て
は
、

「
昨
年
の
月
数
は
非
常

に
厳
し
い
」
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

コ
ス
ト
削
減
＝
人
件

費
削
減
で
は
な
い

「
利
益
が
出
な
い
か

ら
一
時
金
を
下
げ
る
」

と
い
う
こ
と
を
当
た
り

前
の
こ
と
だ
と
考
え
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

社
員
た
ち
は
安
全
安

定
輸
送
に
取
り
組
み
、

災
害
減
収
を
少
し
で
も

抑
え
よ
う
と
代
行
輸
送

や
迂
回
輸
送
に
取
り
組

ん
だ
が
26
％
程
度
の
輸

送
量
し
か
確
保
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
災
害
時

の
備
え
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
最
大
に

要
因
で
あ
り
、
国
に
支

援
を
求
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
構
造

的
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
以
上
、
貨
物
会
社
独

自
で
は
解
決
で
き
る
問

題
で
は
な
い
。
災
害
の
た

び
に
社
員
に
犠
牲
を
強

い
る
施
策
を
繰
り
返
せ

ば
、
ま
す
ま
す
若
年
者

の
退
職
に
拍
車
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
。

津
波
が
原
発
の

敷
地
を
襲
う
試
算

東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
を
め
ぐ
り
、

業
務
上
過
失
致
死
傷
罪

で
強
制
起
訴
さ
れ
た
旧

経
営
陣
３
被
告
の
第
32

回
公
判
が
19
日
、
東
京

地
裁
（
永
渕
健
一
裁
判

長
）
で
開
か
れ
た
。
元

副
社
長
の
武
黒
一
郎
被

告
（
72
）
の
被
告
人
質

問
が
行
わ
れ
、
武
黒
被

告
は
最
大
15
・
７
メ
ー

ト
ル
の
津
波
が
原
発
の

敷
地
を
襲
う
と
す
る
試

算
に
つ
い
て
「
（
報
告

を
受
け
た
）
記
憶
は
な

い
が
、
あ
っ
て
も
お
か

し
く
は
な
い
」
と
答
え

た
。
元
副
社
長
の
武
藤

栄
被
告
（
68
）
は
、
武

黒
被
告
に
報
告
し
た
と

証
言
し
て
い
た
。

武
黒
被
告
は
冒
頭
、

「
原
発
の
責
任
あ
る
立

場
に
あ
っ
た
者
と
し
て

深
く
お
わ
び
申
し
上
げ

る
」
と
述
べ
て
立
ち
上

が
り
、
深
く
一
礼
し
た
。

武
黒
被
告
は
報
告

の
記
憶
は
な
い

武
藤
被
告
は
被
告
人

質
問
で
、
政
府
の
専
門

機
関
に
よ
る
地
震
予
測

「
長
期
評
価
」
を
基
に

し
た
津
波
高
の
試
算
結

果
を
平
成
20
年
６
月
に

担
当
者
か
ら
伝
え
ら
れ

た
と
説
明
。
試
算
結
果

は
８
月
に
武
黒
被
告
に

報
告
し
た
と
述
べ
て
い

た
。
武
黒
被
告
は
報
告

の
記
憶
は
な
い
と
し
た

上
で
、
「
武
藤
さ
ん
に

は
報
告
を
お
願
い
し
て

い
た
の
で
（
報
告
が
）

あ
っ
て
も
そ
う
か
な
と

思
う
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
検
察
官
役
の
指

定
弁
護
士
側
は
、
３
被

告
が
出
席
し
た
同
年
２

月
の
通
称
「
御
前
会
議
」

で
、
長
期
評
価
を
津
波

対
策
に
取
り
入
れ
る
方

針
が
一
度
は
了
承
さ
れ

た
と
主
張
し
て
い
る
。

し

か

し

武

黒

被

告

は

「
会
議
は
各
部
署
の
情

報
共
有
の
場
で
、
何
か

を
承
認
す
る
場
で
は
な

い
。
会
議
で
（
津
波
対

策
の
）
説
明
が
あ
っ
た

か
覚
え
て
い
な
い
」
と

語
っ
た
。

対
策
を
先
送
り
し
、

原
発
の
運
転
を
継
続

東
電
は
長
期
評
価
に

は
信
頼
性
が
な
い
と
し

て
す
ぐ
に
対
策
に
乗
り

出
さ
ず
、
土
木
学
会
に

長
期
評
価
の
妥
当
性
の

検
討
を
委
ね
て
い
た
。

検
察
官
役
の
指
定
弁
護

士
側
は
「
対
策
を
先
送

り
し
、
漫
然
と
原
発
の

運
転
を
継
続
し
た
」
と

主
張
し
て
い
る
。

事
故
を
め
ぐ
っ
て
は
、

元
会
長
の
勝
俣
恒
久
被

告
（
78
）
も
強
制
起
訴

さ
れ
て
い
る
。
最
大
の

争
点
は
巨
大
津
波
を
予

見
し
、
対
策
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
か
ど
う
か

で
、
昨
年
６
月
の
初
公

判
で
３
被
告
側
は
「
事

故
の
予
見
や
回
避
は
不

可
能
だ
っ
た
」
と
し
て

い
ず
れ
も
無
罪
を
主
張

し
た
。

◇
武
黒
一
郎
被
告
は

東
大
工
学
部
を
卒
業
後
、

昭
和
44
年
に
東
京
電
力

に
入
社
。
原
子
力
計
画

部
長
や
柏
崎
刈
羽
原
発

所
長
な
ど
の
原
子
力
畑

の
要
職
を
歴
任
し
た
。

東
日
本
大
震
災
翌
日

の
３
月
12
日
夜
の
海
水

注
入
を
め
ぐ
っ
て
は
、

武
黒
被
告
と
吉
田
氏
の

生
々
し
い
や
り
と
り
が

残
っ
て
い
る
。

タバコ・お酒・薬物・ネット・ギャンブル

ゲーム・恋愛

無しで生きられない!
分かっちゃいるけど止められない

ヒトは、楽しいこと気持ちのいいことを体験すると、頭の中で

快楽物質が出、幸せな気分になる。

ですが、何度も同じ刺激を経験するうち、それが当たり前に

なって『もっと!ずっと!』と、より強く長い快楽を求めどんどんのめ

り込み、日常生活や健康にまで支障をきたす。そうしていつの

間にか落ちてしまうのが「依存症」です。

依存症の人口は、生活のあらゆる幅面にイッパイ!。

〇タバコ 〇お酒 〇ギャンブル 〇食べ過ぎ 〇食べない

〇インターネット 〇ゲーム―等々。

中でも、近年急増中というのが、「インターネット依存症」成

人の４２０万人、中高生52万人がネット依存症の疑いがあると

言われています。

依存症って何が良くない?
自分が自分で無くなる!?

●家族とケンカが増える

●体調をくずす

●お金を使いすぎる

―など問題が起きているのにも関わらず、『ほどほどにできな

い』『やめられない』。家族や周りの人を困らせているのに、本

人は気付かないのが依存症の怖いところ

人間関係も崩れ体を崩す!

ならないにはどうする?
依存症は誰でもが陥る可能性がある病気

だが、同じものを食べても食中毒になる人・ならない人がいる

ように、依存症も「なりやすい人・なりにくい人」がいます。

子どもが中心に増えている「ゲーム依存症」を例にすると、な

りにくい人の特徴は

〇社会的な能力が高い

〇自己評価が高い

〇学校生活が充実している

などがあげられ、「日々の暮らしに重実感を感じている人」な

どが、依存症になりにくい。

なってしまったら
本人は気づきにくい依存症、「周りの人の支え」が大切にな

る。依存症専門の医療機関もあります、勇気をもっていってみる

のも一つの手です。

最近急増しているネット依存症などは、強制的にネット環境

を断つ「ネット依存治療キャンプ」などがあり、文科省の委託事

業として行われている。

土に触れ、自然を体内に感じることで、不思議と依存心が薄

らいでくる子どもたちが多いと聞きます。

人間が健康に生きて行く為に 110建交労鉄道
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「
人
事
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
解
明
等
申
し
入
れ

「
人
事
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
の
提
案
・
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

提
案
で
は
、「
社
員
が
安
心
し
て
生

き
生
き
伸
び
伸
び
と
力
い
っ
ぱ
い
働
く
こ
と
が
で
き
、
公
正
な
評
価
に
よ
り
、
き
ち
ん
と
真
面
目
に
働
く

社
員
が
報
わ
れ
る
会
社
と
す
る
」
と
し
て
、
評
価
制
度
を
導
入
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
提
案
の
制
度
で
は
多
く
の
社
員
が
滞
在
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
群
の
賃
金
が
低
く

設
定
さ
れ
て
お
り
、
上
を
目
指
す
と
し
て
も
全
員
が
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
職
群
転
換
出
来
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原発ゼロ NO91
武黒被告の証言

原発事故の予見性否定

２
０
１
８
年

年
末
一
時
金
交
渉
（
第
２
回
交
渉
）



憲
法
公
布
72
年
市
民
・

野
党
共
闘
各
地
で

安
倍
９
条
改
憲
№
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
、

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条

壊
す
な
！
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
が
呼
び

か
け
、
国
会
議
事
堂
に

は
全
国
か
ら
１
８
０
０

０
人
。
大
阪
集
会
に
１

２
０
０
０
人
。
福
岡
５

０
０
０
人
。
京
都
で
は

繁
華
街
を
２
２
０
０
人

が
デ
モ
と
各
地
で
行
動
、

野
党
が
連
帯
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は

必
ず
倒
せ
る
！

主
催
者
を
代
表
し
て
、

福
山
真
劫
さ
ん
が
「
闘

う
態
勢
を
作
ら
な
け
れ

ば
、
安
倍
政
治
の
暴
走

を
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
立
憲
野
党
と
市

民
が
連
帯
し
て
た
た
か

え
ば
、
安
倍
政
権
は
必

ず
倒
せ
る
！
こ
の
力
を

全
国
に
拡
大
し
よ
う
!
」

と
訴
え
ま
し
た
。

政
党
挨
拶
の
後
に
、

各
市
民
団
体
な
ど
が
ス

ピ
ー
チ
。
最
後
に
、
高

田

健

さ

ん

（
９
条
壊
す

な
！
実
行
委

員
会
）
が
行

動
提
起
を
行

い
「
安
倍
政

権
は
来
年
の

参
議
院
選
挙

前
ま
で
に
は

国
会
で
改
憲

発
議
を
行
お
う
と
し
て

い
る
。
私
た
ち
は
全
力

を
挙
げ
て
絶
対
に
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
い
！

安
倍
政
権
の
下
で
、
苦

し
め
ら
れ
て
い
る
人
々

増
え
て
い
る
、
た
た
か

う
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
全
力
を
挙
げ
て
安

倍
内
閣
を
倒
そ
う
！
」

と
訴
え
ま
し
た
。
正
門

前
か
ら
左
右
、
図
書
館

方
面
や
公
園
内
も
ギ
ッ

チ
リ
と
国
会
議
事
堂
を

包
囲
し
ま
し
た
。

読
ま
れ
る紙

面
づ
く
り

10
月
20
・
21
日
第
６

回
い
わ
て
機
関
紙
セ
ミ

ナ
ー
が
「
ニ
ー
ト
ラ
ン

ド
姫
神
」
で
20
名
が
参

加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
全
体
会
で
は
、

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
川

島
左
右
喜
さ
ん
を
講
師

に
「
機
関
紙
づ
く
り
の

基
礎
」
に
つ
い
て
講
義
。

川
島
さ
ん
は
、
機
関
紙

の
役

割
に
つ
い

て
、

「
組
織
の
運
動
を
支
え

強
め
、
み
ん
な
で
情
報

を
共

有
す
る
こ

と
」

「
み
ん
な
で
行
動
す
る

紙
面
づ
く
り
」
「
読
ま

れ
る
紙
面
づ
く
り
」
で

す
。そ

の
後
、
城
内
光
徳

さ
ん
か
ら
機
関
紙
に
使

う
「
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
」

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
田
さ
ん

か
ら
パ
ー
ソ
ナ
ル
編
集

長
ソ
フ
ト
で
の
「
パ
ソ

コ
ン
機
関
紙
作
成
」
と

「
写
真
教
室
」
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
学
習
し

ま
し
た
。

市
民
と
野
党

が
一
つ
に

10
月
10
日
盛
岡
市
の

公
会
堂
に
お
い
て
、
東
京

新
聞
社
会
部
記
者
望
月

衣
塑
子
さ
ん
の
講
演
が
行

わ
れ
県
内
各
地
か
ら
６
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
由
党
の
木
戸
口
英
二

参
議
院
議
員
、
国
民
民
主

党
の
鈴
木
一
夫
国
民
運

動
委
員
長
、
社
民
党
の
小

西
和
子
県
連
代
表
、
日
本

共
産
党
斎
藤
信
県
議
団

長
が
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

権
力
が
隠
そ
う
と

す
る
こ
と
を
明
る

み
に
出
す

望
月
さ
ん
は
予
定
の
90

分
を
大
き
く
超
え
て「
ウ
ソ

の
政
治
と
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム
の
危
機
」
を
テ
ー

マ
に
、

力
強
い
講
演
を
し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
や
菅
防
衛
庁
の

ウ
ソ
や
失
言
、
暴
言
を
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
紹
介
。

闇
献
金
疑
惑
や
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
検
事
に
よ
る「
事
件

で
っ
ち
上
げ
」不
祥
事
の
取

材
を
通
じ
て「
権
力
側
が
隠

そ
う
と
す
る
こ
と
を
明
る
み

に
出
す
こ
と
」
が
記
者
と
し

て
の
自
分
の
テ
ー
マ
と
な
っ

た
。基

地
の
な
い
平
和
な
日

本
を
め
ざ
し
、
９
条
を
守
ろ

う
と
話
を
結
び
ま
し
た
。

郵
政
20
条
裁
判
を
支
え

る
岩
手
の
会
第
４
回
総
会

が
11
月
⒉
日
県
民
会
館

第
１
会
議
室
で
行
わ
れ
会

員
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

正
社
員
と
賞
与

格
差
・
病
気
休
暇

総
会
に
は
、
東
日
本
原
告

団
、
宇
田
川
朝
史
さ
ん

（
千
葉
県
佐
倉
支
部
ユ
ー

パ
ッ
ク
配
達
）
が
、
裁
判
の

状
況
と
支
援
の
訴
え
を
行

い
ま
し
た
。

宇
田
川
さ
ん
は「
裁
判
は
、

東
京
高
裁
で
控
訴
審
が
行

わ
れ
、
9
月
25
日
に
結
審

し
、
12
月
13
日
に
判
決
が

出
さ
れ
る
予
定
で
す
。
高

裁
の
争
点
は
正
職
員
と
賞

与
（一
時
金
）の
格
差
が
平

均
５
～
６
倍
も
あ
る
。
こ
の

是
正
と
病
気
休
暇
（有
給
）

を
認
め
の
か
ど
う
か
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
闘
い
で
、
全

国
各
地
で
の
20
条
裁
判
に

良
い
影
響
が
出
て
い
る
。
非

正
規
に
通
勤
手
当
や
住
居

手
当
を
支
給
す
る
実
例
が

生
ま
れ
て
い
る
。

全
国
の
非
正
規

労
働
者
の
闘
い

私
た
ち
の
闘
い
は
、
郵
便

局
だ
け
で
な
く

全
国
の
非

正
規
労
働
者
の
闘
い
だ
と

思
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

総
会
の
参
加
者
か
ら
、
裁

判
を
支
え
る
と
同
時
に
、

非
正
規
の
労
働
条
件
改

善
・
是
正
を
求
め
て
運
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

『
止
め
よ
う
！
改
憲
発
議

こ
の
憲
法
で
未
来
を
つ
く
る
11
・
３
国
会
前
大
行
動
』
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10
月
10
日
、
岩
手
県
民
会
館
４
回
会
議
室
で「
安
倍
９
条
改
憲
№
！
・
最
低
賃
金
引
上

げ
地
域
で
励
ま
し
合
い
、
運
動
を
」
と
、
第
30
回
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
出
席
10
単
組
29
名
。
委
任
状
23
、
役
員
14
名
の
出
席
で
、
岩
手
労
連
中
村
事

務
局
長
、
日
本
共
産
党
鈴
木
努
市
議
会
議
員
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

は
じ
め
に
、
盛
岡
労
連
菖
蒲
沢
議
長
が
、
非
正
規
で
働
く
雇
用
ル
ー

ル

が
変
わ
り
、
４
月
に
５
年
を
超
え
た
有
期
雇
用
労
働
者
の
無
期
転

換
ル
ー
ル
が
10
月
か
ら
派
遣
期
間
３
年
ル
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。
当
事

者
労
働
者
が
自
分
た
ち
の
権
利
を
理
解
し
主
張
し
て
、
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
挨
拶
。

佐
々
木
副
議
長
が
、
２
０
１
９
年
度
運
動
方
針
（
案
）
・
２
０
１
８

年
度
会
計
決
算
と
２
０
１
９
年
会
計
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
討

論
で
は
10
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
18
日

13
時
30
分

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

コ
ン
サ
ー
ト

場

所

岩
手
銀
行
赤
レ
ン
ガ
館

料

金

５
０
０
円
（
組
合
補
助
）

出

演

高
野
修
・
厚
子
夫
婦

11
月
22
日

13
時
30
分

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

場

所

岩
手
教
育
会
館
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

12
月
１
日

13
時
30
分

「
消
費
税
10
％
！

生
活
で
き
ま
す
か
？
」

講

演

萩
原
博
子
さ
ん

場

所

サ
ン
ビ
ル
７
階
ホ
ー
ル

参
加
費

３
０
０
円
（
組
合
補
助
）

盛岡労連第３０回定期大会
お
知
ら
せ

第
９
条
で
戦
争
放
棄
を
か
か
げ
た
憲
法
が
72
年
前
に
公
布
さ
れ
た
11
月

３
日
、
憲
法
を
守
り
生
か
そ
う
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
行
動
が
全
国
各
地
で
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

国
会
周
辺
に
、
１
８
０
０
０
人
（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
、
「
９
条

変
え
る
な
！
憲
法
い
か
せ
！
」
「
改
憲
発
議
を
絶
対
止
め
よ
う
！
」
「
安

倍
政
権
打
倒
！
」
を
訴
え
ま
し
た
。

国会周辺に、１８０００人

望月衣塑子さん

宇
田
川
朝
史
さ
ん

第
６
回
い
わ
て
機
関
紙
セ
ミ
ナ
ー

川島左右喜講師

ウソの政治と

ジャーナリズムの危機

望月衣塑子さん講演会に６００人

郵
政
20
条

裁
判
を
支
え
る
会
第
４
回
総
会

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
・
雇

用
確
保
、
人
間
ら
し
い
生
活
の
保
障
平
和

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
強
大
な
組
織
建

設
に
む
け
建
交
労
岩
手
県
本
部
第
20
定

期
大
会
を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。

記

日

時

13
時
30
分

場

所

上
田
公
民
館

２
階


